
【取組内容①】 クラウド上で学習支援ソフトによる生徒のアイディアや作成した資料を共有して、グループで課題
の共同作成する工夫

防府市立大道中学校（山口県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

１年生「大道地域の防災士との防災学習」
内容：
『大道地域の災害について知る』

講師：大道地域防災士 三輪 知志 様
『段ボールベッドを組み立ててみる』

講師：防府市総務部防災危機管理課 八尾 亮一 様
『フィールドワーク』
１年生がグループごとに大道地域の防災士と大道の各地
区を訪問し、国土地理院のHPから大道地域の地図をもとに、
災害時の避難場所や災害時に役に立つ設備（例：公衆電話、
自動販売機など）や危険箇所などを調査する。
調査したことを、各自がシートにまとめ、シートを共有
することで共同編集することができるようにした。それと
ともに、で文化祭での発表原稿を仕上げることができた。



【取組内容②】 生徒会活動のＳＤＧｓの一環として英語の授業での外部専門家によるオンライン授業

防府市立大道中学校（山口県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

生徒会活動で、SDGｓに取り組んでおり、
防府西高校生と一緒に「届けよう服の力プ
ロジェクト」を行った。また、１年英語で
は、フィリピンにいる兄弟を紹介する話な
ど国際協力を題材とした学習を行った。授
業と関連させて、フィリピンで農業支援の
活動をしてきた専門家からオンラインで、
フィリピンの生活や国際協力の話を聞いた。



【取組内容③】 端末の持ち帰りによるデジタルドリルをつかった家庭学習の工夫

防府市立大道中学校（山口県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

デジタルドリルを導入した。

○週末の持ち帰りで、教科を決めて課題を配
信している。
○「ソフトの使い方」や「学習履歴の活用に
ついて」の教員の研修を実施した。
○夏休み明けの習熟度テストの範囲を課題配
信した。学習履歴を確認しながらアドバイ
スを送信することで、生徒の学習意欲が高
まったり、自分の学習傾向から課題を自己
調整したりするようになった。
○テスト期間中に、学習委員会が中心となり
「家庭学習の手引き」を活用してテストの
予想問題をデジタルドリルから選んで課題
配信した。

「家庭学習の手引
き」をＨＰに掲載
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